
浜谷さんの自宅兼店舗
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実行と継続難しさを実感 仙台シティエフエム 仙台市若林区
パーソナリティー 青木 朋子さん 外国人観光客想定し訓練 弘前市総務部防災課防災係長 中村 智行さん

東日本大震災の前から、ＦＭラジオ「ラ

ジオ３」で防災や減災に関する番組を担

当しています。地域防災リーダーの方を

招いて各地の取り組みを紹介したり、仙

台市青葉消防署と連携して各種災害への

対策を伝えたりしています。

震災から８年がたち、あの時「災害時

はこんな備えが必要だ」と思ったことを

実行し、継続することの難しさを感じて

います。コミュニティーＦＭの強みは地

域の細かい情報を伝えられること。日常

的にラジオを聞いてもらい、地域の人た

ちの防災意識を高められるような番組

を、これからもつくっていきたいです。

弘前さくらまつりに先立ち、外国人観

光客を想定した避難誘導訓練を４月上旬

に実施しました。近年増えているアジア

圏の来遊者は、地震を知らないケースも

少なくありません。「やさしい日本語」

を使って状況を伝達し、聞き取った外国

人が母国の言葉で情報をスムーズに仲間

につないでいくのが理想です。

東日本大震災時は、前職である東北地

方整備局の大船渡出張所に勤めていまし

た。防災には「これさえやっておけば大

丈夫」という答えはないことを痛感しま

した。生死の淵にあった現場にいたから

こそ、経験を発信していきたいです。
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抹

さ
さ
き
・
ひ
ろ
ゆ
き

東
北
大
大
学
院

医
学
系
研
究
科
修
了
。
東
北
労
災
病
院
外

科
、
東
北
大
病
院
胃
腸
外
科

現
総
合
外

科

を
経
て

年
か
ら
現
職

日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
隊
員

統

括

、
宮
城
県
災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
。
専
門
は
災
害
医
学
、
社
会
医
学
、

消
化
器
外
科
学
。
仙
台
市
出
身
。

歳
。

■

各
病
院

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を

災
害
時
の
医
療
機
能
継
続

東北大災害科学国際研究所助教

佐々木宏之さん

２
０
１
８
年
に
日
本
国
内
で

発
生
し
た
災
害
は
、
医
療
機
関

が
業
務
を
継
続
す
る
上
で
新
た

な
課
題
を
提
起
し
た
。

６
月
の
大
阪
北
部
地
震
は
、

朝
の
通
勤
時
間
帯
に
発
生
し

た
。
交
通
機
関
が
ま
ひ
し
た
た

め
職
員
が
出
勤
で
き
ず
、
病
院

の
機
能
が
制
限
さ
れ
た
。

９
月
の
北
海
道
地
震
で
は
道

内
全
域
が
停
電
し
た
。
バ
ッ
テ

リ
ー
が
備
わ
っ
て
い
る
人
工
呼

吸
器
や
人
工
透
析
機
器
な
ど
が

急
に
停
止
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
電
力
に
依
存
す
る
多
く

の
医
療
機
器
の
継
続
使
用
が
危

ぶ
ま
れ
た
。

７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、

岡
山
県
倉
敷
市
の
病
院
で
１
階

に
あ
っ
た
自
家
発
電
装
置
が
水

没
し
、
患
者
へ
の
対
応
が
で
き

な
か
っ
た
。

現
代
の
医
療
機
関
は
専
門
性

や
機
能
が
高
度
化
し
た
結
果
、

業
務
が
細
分
化
さ
れ
、
イ
ン
フ

ラ
に
高
度
に
依
存
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

人
的
資
源
で
は
、
医
師
、
看

護
師
、
事
務
職
、
検
査
技
師
、

放
射
線
技
師
、
薬
剤
師
、
栄
養

士
な
ど
の
専
門
職
に
加
え
、
保

守
点
検
、
清
掃
、
警
備
と
い
っ

た
医
療
外
の
職
種
も
業
務
を

継
続
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。

電
気
、
上
下
水
道
、
ガ
ス
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
物
流
が

途
絶
え
て
も
機
能
が
停
止
す

る
。医

療
機
関
は
地
域
の
中
で
単

独
で
は
存
在
で
き
な
い
。
イ
ン

プ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
支

え
る
関
係
団
体
と
の
強
い
連
携

体
制
が
あ
っ
て
、
初
め
て
災
害

時
に
機
能
で
き
る
。

東
日
本
大
震
災
後
は
、
医
療

機
関
で
も
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
。
病
院
機
能
が
立
ち
行

か
な
く
な
っ
た
際
の
代
替
手

段
、
業
務
の
優
先
順
位
、
復
旧

ま
で
の
時
間
的
目
標
な
ど
を
検

討
す
る
も
の
だ
。

災
害
時
、
地
域
医
療
の
核
と

な
る
災
害
拠
点
病
院
は
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
策
定
と
訓
練
の
実
施
が
義

務
化
さ
れ
た
。
一
方
、
国
内
の

病
院
の
約
９
割
を
占
め
る
非
災

害
拠
点
病
院
で
は
、
現
時
点
で

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
義
務
化
さ
れ

て
は
い
な
い
。

災
害
時
に
は
一
つ
の
医
療
機

関
（
点
）
が
地
域
の
他
の
医
療

機
関
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
地
域
医
療
体
制
（
面
）

の
一
角
と
し
て
活
動
を
継
続
す

る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
災
害
拠
点
か

非
災
害
拠
点
の
病
院
か
を
問
わ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
機
関
で
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
、
災
害
時
に
業

務
が
継
続
で
き
る
よ
う
準
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
災
害
拠
点
病
院
で
必
要
な

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
何
か
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

維
持
・
管
理
す
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
訓
練
、
見
直
し
が
必

要
な
の
か
、
現
在
研
究
を
進
め

て
い
る
。

探

る

巡回中に津波命拾い

■ 避難呼び掛けた消防分団長 石巻市

壊滅的な被害を受けた石巻市門脇町 中央の水色の建物が浜谷さんの自宅兼店舗
‖ 年３月 日、石巻市門脇町

伝
え
る

石
巻
市
門
脇
町
の
ア
ル
バ
イ
ト
浜
谷
勝
美
さ
ん

は
東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
自
宅
で
営
ん
で

い
た
菓
子
店
に
い
た
。
地
元
消
防
団
の
分
団
長
と

し
て
避
難
を
呼
び
掛
け
て
い
る
最
中
に
津
波
を
目

撃
し
、
門
脇
小
体
育
館
に
逃
げ
た
。
そ
の
後
、
校

庭
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、
慌
て
て
日
和
山
に
移

動
し
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ
た
。

浜谷勝美さん

３
月

日
は
門
脇
中
の
卒
業

式
に
出
席
し
、
少
し
休
ん
で
仕

事
を
始
め
よ
う
と
し
た
時
に
大

き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
の
が
精

い
っ
ぱ
い
で
、
小
銭
や
書
類
な

ど
が
床
に
散
ら
ば
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
長
靴
を
身
に

着
け
て
外
に
出
る
と
、
消
防
団

員
２
人
が
ポ
ン
プ
車
で
迎
え
に

来
て
い
ま
し
た
。
「
高
さ
６
㍍

の
大
津
波
に
注
意
す
る
よ
う

に
」
と
い
う
無
線
が
入
っ
て
い

た
た
め
、
夢
中
に
な
っ
て
「
早

く
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
叫
び

な
が
ら
町
内
を
回
り
ま
し
た
。

６
㍍
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と

来
ま
せ
ん
で
し
た

旧
北
上
川

の
水
が
あ
ふ
れ
る
の
が
見
え

危
な
い

と
思
っ
て
引
き
返
す

と

海
側
に
黒
い
壁
の
よ
う
な

津
波
が
見
え
ま
し
た

バ
リ
バ

リ
と
が
れ
き
を
巻
き
込
む
音
も

聞
こ
え

急
い
で
逃
げ
ま
し
た

門
脇
小
の
入
り
口
近
く
に
ポ

ン
プ
車
を
止
め
、
走
っ
て
体
育

館
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。
床
上

ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た

が
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
っ
て
難
を

逃
れ
ま
し
た
。

水
が
引
い
て
間
も
な
く
、
救

助
を
求
め
る
人
が
来
ま
し
た
。

外
に
出
る
と
高
齢
の
男
性
が
車

の
中
で
布
団
の
上
に
横
た
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
他
の
人
と
一
緒

に
体
育
館
に
運
び
ま
し
た
が
、

布
団
は
ぬ
れ
て
重
く
、
が
れ
き

で
足
場
も
悪
く
、
大
変
で
し
た
。

体
育
館
に
は
脚
を
切
断
し
た
女

性
も
来
ま
し
た
。
車
に
挟
ま
れ

た
ら
し
く
、
タ
オ
ル
で
止
血
を

試
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
校
庭
で
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
車
の
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
が
漏
れ
て
い
た
た
め
か
、

燃
え
移
る
の
が
早
く
、
危
険
を

感
じ
ま
し
た
。校
舎
裏
に
回
り
、

日
和
山
に
登
り
や
す
そ
う
な
斜

面
に
向
か
い
ま
し
た
。

斜
面
を
登
る
と
、
校
舎
側
か

ら
教
壇
が
橋
の
よ
う
に
架
け
て

あ
り
ま
し
た
。
校
舎
に
避
難
し

た
人
が
逃
げ
る
た
め
に
使
っ
た

も
の
で
し
た
。
脚
を
負
傷
し
た

女
性
も
い
た
の
で
、
教
壇
を
ひ

っ
く
り
返
し
て
階
段
の
よ
う
に

斜
面
に
立
て
掛
け
、
他
の
人
と

協
力
し
て
女
性
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。

校
舎
に
向
か
っ
て
「
誰
か
い

ま
せ
ん
か
」
と
叫
ん
で
も
応
答

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
門
脇

小
か
ら
逃
げ
た
の
は
私
た
ち
が

最
後
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
し
て
知
り
合
い
か

ら
「
（
私
の
）
声
を
聞
い
て
逃

げ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

う
い
う
人
が
他
に
も
何
人
か
い

ま
し
た
。
呼
び
掛
け
が
実
際
の

避
難
行
動
に
結
び
付
き
、
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
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万
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万
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万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
万
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
高

齢
者
の
避
難
対
策
を
強
化
し
よ
う
と
、

関
西
の
介
護
職
員
ら
が
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
施
設
の
経
験
に
学
ぶ
研
修

を
続
け
て
い
る
。
受
け
入
れ
側
も
教
訓

を
再
確
認
す
る
機
会
に
な
っ
て
お
り
、

両
者
は
「
互
い
の
防
災
意
識
の
向
上
に

つ
な
げ
た
い
」
と
話
す
。

（
報
道
部
・
菊
池
春
子
）

「
災
害
時
は
現
場
の
判
断
が
最
優
先
。

結
果
的
に
命
を
救
え
た
の
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
避
難
で
き
た
た
め

だ
」３

月
下
旬
、
岩
沼
市
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
赤
井
江
マ
リ
ン
ホ
ー
ム
」

で
、
小

こ

助
す
け

川
が
わ

進
園
長

が
兵
庫
県
内

の
介
護
職
員
ら
を
前
に
説
明
し
た
。

地
震
後
、
職
員
が
カ
ー
ラ
ジ
オ
で
「

㍍
の
津
波
」
と
の
情
報
を
把
握
し
た
。

施
設
は
海
か
ら
３
０
０
㍍
ほ
ど
。
園
長

は
会
合
で
不
在
だ
っ
た
。
職
員
た
ち
は

避
難
先
と
し
て
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

約
１
・
５
㌔
北
の
仙
台
空
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
へ
の
避
難
を
決
め
た
。
利
用
者

と
職
員
計
１
４
４
人
が
車
で
無
事
に
避

難
を
終
え
た
直
後
、津
波
が
到
来
し
た
。

２
０
１
０
年
の
チ
リ
大
地
震
津
波
の

際
、
避
難
先
に
決
め
て
い
た
内
陸
部
の

施
設
に
移
動
す
る
ま
で
１
時
間

分
を

要
し
た
。
「
今
回
は
間
に
合
わ
な
い
、

と
職
員
が
と
っ
さ
に
判
断
し
た
」
と
小

助
川
園
長
は
打
ち
明
け
る
。

神
戸
市
の
高
齢
者
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
森
若
健
太
郎
さ
ん

は
「
想

定
外
の
状
況
で
あ
っ
て
も
、
柔
軟
に
判

断
す
る
重
要
性
が
身
に
染
み
た
」
と
教

訓
を
か
み
し
め
た
。

研
修
は
、
防
災
・
減
災
な
ど
に
取
り

組
む
関
西
の
市
民
団
体
「
夢
創
造
の

会
」
が

年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
実
施
。
こ

れ
ま
で
延
べ
９
施
設
の
約

人
が
参

加
し
た
。
介
護
現
場
で
働
く
外
国
人

の
増
加
に
伴
い
、
今
年
は
ベ
ト
ナ
ム
人

１
人
を
含
む
３
人
が
被
災
地
を
訪
れ

た
。要

介
護
者
ら
住
民
延
べ
２
０
０
人
の

避
難
を
受
け
入
れ
た
東
松
島
市
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
や
も
と
赤
井
の
里
」

も
訪
問
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
た

中
で
の
食
事
や
ト
イ
レ
の
対
策
、
職
員

の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
課
題
な
ど
を
学
ん

だ
。土

井
孝
博
施
設
長

は
「
時
間
と

共
に
記
憶
は
薄
れ
て
し
ま
う
が
、
研
修

で
話
す
た
び
に
教
訓
を
再
認
識
で
き

る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
す
る

西
日
本
の
取
り
組
み
も
学
び
、
参
考
に

し
た
い
」
と
話
し
た
。

「
介
護
の
社
会
化
」
を
掲
げ
、
２
０
０
０
年
に
介

護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
全
国
各

地
で
高
齢
者
施
設
が
急
増
す
る
中
で
東
日
本
大
震
災

は
起
き
た
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
迅
速
に
避
難
で
き
な
い
高
齢

者
の
避
難
対
策
は
急
務
だ
。
豪
雨
災
害
も
頻
発
し
、

現
場
の
職
員
が
経
験
や
教
訓
を
共
有
す
る
重
要
性
は

増
し
て
い
る
。

研
修
に
参
加
し
た
兵
庫
県
の
介
護
福
祉
士
今
津
麗

さ
ん

は
「
地
震
と
異
な
る
津
波
の
被
害
に
衝
撃

を
受
け
た
」
と
強
調
。
１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災

発
生
時
は
高
校
生
で
、
自
宅
が
被
災
し
た
。

「
当
時
は
３
世
代
同
居
が
多
く
、
お
年
寄
り
を
家

庭
で
世
話
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

数
年
間
の
変

化
は
大
き
い
」
と
実
感
す
る
。

勤
務
す
る
神
戸
市
内
の
施
設
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
津
波
に
襲
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
い
、

「
学
ん
だ
こ
と
を
同
僚
に
も
伝
え
、
避
難
対
策
に
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

災
害
頻
発

施
設
増

共
通
理
解
増
す
重
要
性

高齢者を連れた避難の様子を聞き、津波避難対策への理解を深
める参加者 被災施設に近い岩沼市の慰霊公園「千年希望の丘」
で震災当時の話を聞く参加者ら

考
え
る

相互交流で教訓再確認
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⊃

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え

(１７) ２０１９年(令和元年)５月１１日(土曜日)(１７) ２０１９年(令和元年)５月１１日(土曜日)


